
森林・林業・木材産業に関する放射性物質緊急調査事業
【５９１百万円】

対策のポイント
森林内の放射性物質の詳細調査や木材製品・特用樹等への影響の調査等を

実施します。

＜背景／課題＞
・福島第１原子力発電所の周辺地域の大半は森林が占め、地域の基幹産業である林業・
木材産業についても既に深刻な影響がみられています。

・放射性物質による影響は長期間にわたることから、今後の森林・林業施策の推進に必
要な知見を緊急的に収集・分析し、復興に向けた的確な対策を進める必要があります。

政策目標
汚染実態等を的確に把握し、復興に向けた森林・林業施策を的

確に推進

＜主な内容＞

１．森林内における放射性物質実態把握調査事業 ５０百万円

森林内に降下・付着した放射性物質について、森林内の空間分布と空間変位形成メ
カニズムを解明するため、樹木や土壌等の詳細調査を緊急的に実施します。

２．安全な特用樹等の安定供給対策事業 ６０百万円

放射性物質が特用樹等へ与える影響に関する知見の収集・分析、福島原発周辺地域
の特用樹等の放射性物質の測定・影響調査を緊急的に実施します。

３．木材産業に係る放射性物質調査・解析事業 ４０百万円

原木の受け入れから木材製品の出荷までの工程における木材製品に係る放射性物質
の調査・分析及び安全性の検証を実施します。

４．森林内における放射性物質測定設備の整備 ２５９百万円

（１）森林内における放射性物質の測定・分析設備等を整備します。
（２）作業者の安全性の確保に必要な施設等を整備します。

５．森林域における放射性物質流出抑制対策調査 １８２百万円

放射性物質を含む土砂の崩壊･流出を抑制する治山対策を検討するため、衛星写真
や航空レーザー計測等により危険箇所を把握する調査を実施します。

補助率：１，４の事業は定額
２，３，５の事業は委託費

事業実施主体：１，４の事業は（独）森林総合研究所
２，３，５の事業は民間団体

お問い合わせ先：
１、４の事業 林野庁研究・保全課 （０３－３５０１－３８４５（直））

２の事業 林野庁経営課 （０３－３５０２－８０５９（直））
３の事業 林野庁木材産業課 （０３－６７４４－２２９０（直））
５の事業 林野庁治山課 （０３－３５０２－８２０８（直））


